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ひきこもり当事者が外出せずに気軽に参加できるメタバース（仮想空間）を活用し、ひきこもり
当事者を含む青少年が集える居場所としてのイベント実施、「こまりごと相談室」を設置し、ひ
きこもり当事者の社会参加を支援する。

○令和７年度の取組状況
令和６年度のプラットフォームは、次のような環境で、参加者数が伸び悩んだ
・つながり発見パークの登録者のみ参加可能
・アカウント登録に時間がかかる（最大３日）
・アバターがシンプル

令和７年度は仕様を見直し、

・多様な空間の行き来が自由にできる
・アカウント登録後すぐに利用可能
・アバターの自由度が高い

これらを実現できる
クラスターというプラット
フォームを採用

９月５日の開場日から１０月２日までの４週間で参加者は昨年度超え

内ひきこもり推計数 228人 → 1,637人
（R6） （R7.10.2時点）

延参加者数 552人 → 3,992人
（R6） （R7.10.2時点）

○令和8年度の取組計画

地域若者サポートステーション専用空間を構築し、県内７地域のサポステを紹
介する掲示を行うほか、週替わりで各サポステのスタッフが空間に入
り、就労に関心のある方にサポステを案内したり、ちょっとした相談に対応

引き続き、利用者の意見を聴きながら、より良い運営を目指していく

就労意欲を喚起し、リアルな就労支援につながることを目指す

上記のほかにも、大学等の専門機関や、ひきこもり支援を行うNPO
等との連携を一層推進し、引きこもり当事者の社会参加を促す取組
を検討していく






